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第３回新潟県放射性物質の循環
に関する実態調査検討委員会

平成２４年１１月１６日（金）

新潟県防災局放射能対策課

「新潟県で今後、重点的に調査すべき項目について」

資料№2
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第２回委員会での提言内容

これまでの調査を継続、濃度推移を見守ることが
重要であり、特に次の項目を重点的に調査を行うべ
きとの意見

１ 野生きのこ（培地の土壌調査を含む）

２ 淡水魚（複数年生息する魚の濃度推移）

３ お母さん方への情報提供
・水道水（いまだに買っている人がいる。）
・牛乳（牛肉が出荷制限されている地域のもの）
・大根、さつまいもなどの根菜

４ 河川河口域の海底土に含まれる放射性セシウム
の面的分布の調査

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

えのきたけ 5 0 - 1 0 -
エリンギ 4 0 - 0 0 -

しいたけ 4 2 13, 28 1 1 11

なめこ 3 0 - 2 0 -
ぶなしめじ 8 0 - 0 0 -

17 0 13, 28 1 0 11

えのきたけ 24 0 - 36 1 2.1
エリンギ 3 0 - 1 0 -

しいたけ 34 5 5.7～43 65 10 5.1～21.3
なめこ 11 3 15～32 22 4 1.9～39.6

ぶなしめじ 8 0 - 2 0 -

ひらたけ 4 0 - 3 0 -
まいたけ 6 4 7.1～15 1 0 -

野生キノコ 24 9 4.9～106 49 23 2.1～450

69 13 4.9～106 90 24 1.9～450
86 13 4.9～106 91 24 1.9～450合計

項目

平成23年度 平成24年度

県
外

小計

県
内

小計

（平成24年11月２日現在）

これまでにきのこ類を211検体(県外産25検体、県内産186検体)を検査し、31検体から放射性セシウムを検出
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１ 野生きのこ（培地の土壌調査を含む）

2012/8/17 埼玉県 しいたけ 菌床 11

2012/4/3 弥彦村 しいたけ 菌床 19

2012/4/16 南魚沼市 しいたけ 菌床 8.7

2012/4/27 阿賀町 しいたけ 原木 16

2012/5/16 糸魚川市 しいたけ 菌床 21.3

2012/5/23 阿賀町 しいたけ 菌床 15

2012/5/23 南魚沼市 しいたけ 菌床 5.5

2012/5/24 阿賀町 しいたけ 菌床 5.1

2012/5/28 長岡市 しいたけ 菌床 20.7

2012/5/28 妙高市 しいたけ 原木 7

2012/7/20 上越市 しいたけ 菌床 6.5

2012/4/25 村上市 なめこ 菌床 6.2

2012/5/15 上越市 なめこ 菌床 39.6

2012/9/13 新潟市 なめこ 菌床 1.9

2012/10/29 魚沼市 なめこ 原木 4.3

2012/10/24 村上市 えのきたけ 菌床 2.1

2012/10/22 南魚沼市 ヒラタケ ND ND

2012/10/24 南魚沼市 ハタケシメジ ND ND

2012/10/24 南魚沼市 キツブナラタケ 13 33

2012/10/22 湯沢町 クロゲナラタケ 26 47 湯沢

2012/10/22 湯沢町 マスタケ ND ND 湯沢

2012/10/20 湯沢町 ナラタケ 3.2 16 神立

2012/10/20 湯沢町 ブナハリタケ ND 7.4 神立

2012/10/20 湯沢町 ブナハリタケ ND 12 三俣

2012/10/22 湯沢町 クロゲナラタケ 4.9 14 三俣

2012/10/9 湯沢町 ヌメリスギタケモドキ ND ND 土樽

2012/10/21 湯沢町 ナラタケ ND 6.2 土樽

2012/10/21 湯沢町 ヌメリスギタケモドキ ND 4.9 土樽

2012/10/4 湯沢町 ワタゲナラタケ 3.3 4.6 三国

2012/10/9 湯沢町 ブナハリタケ 3.5 18 三国

2012/10/15 湯沢町 シロヌメリイグチ 170 280 三国

2012/10/21 湯沢町 ハナイグチ 5.9 11 三国

2012/10/21 湯沢町 キツブナラタケ ND 11 三国

野生きのこの放射能測定結果（2012年採取）

Cs-134 Cs-137
（Bq/kg）Cs-134 Cs-137

2012/10/1 佐渡市 モミタケ ND ND

2012/10/3 佐渡市 ナメコ ND ND

2012/10/4 佐渡市 アミタケ ND ND

2012/10/9 佐渡市 マイタケ ND ND

2012/10/9 佐渡市 オオイチョウタケ ND ND

2012/10/11 佐渡市 ハタケシメジ ND ND

2012/10/2 村上市 アミタケ ND ND

2012/10/18 胎内市 ハツタケ 5.7 9.6

2012/10/26 新発田市 ナメコ ND ND

2012/10/1 阿賀町 ヌメリイグチ 5.4 13

2012/10/3 阿賀町 アミタケ 3.5 7.7

2012/10/4 阿賀町 アミタケ 11 16

2012/10/4 阿賀町 ハタケシメジ ND ND

2012/10/24 阿賀野市 アミタケ ND ND

2012/10/12 五泉市 キツブナラタケ ND ND

2012/10/22 加茂市 ウラベニホテイシメジ ND 7.7

2012/10/9 長岡市 チチアワタケ ND ND

2012/10/23 三条市 ハタケシメジ ND ND

2012/10/24 刈羽村 クロゲナラタケ ND 8

2012/10/19 柏崎市 モミタケ ND ND

2012/10/9 十日町市 ヤチナラタケ ND 2.1

2012/10/22 十日町市 ワタゲナラタケ ND ND

2012/10/24 十日町市 キツブナラタケ 20 30

2012/10/9 上越市 キツブナラタケ ND ND

2012/10/11 糸魚川市 ワタゲナラタケ ND ND

2012/10/11 妙高市 ワタゲナラタケ ND ND

2012/10/11 妙高市 ブナハリタケ ND ND

2012/10/11 妙高市 ハナイグチ 15 40

2012/10/17 妙高市 ハナイグチ 8.7 29

2012/10/26 津南町 ヒラタケ ND ND

2012/10/4 魚沼市 オオイチョウタケ ND ND

2012/10/4 魚沼市 ナラタケ ND ND

Cs-134 Cs-137
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（６）海水魚・淡水魚（平成24年11月２日現在）

２ 淡水魚（複数年生息する魚の濃度推移）

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

海水魚 176 47 3.3～38 170 13 2.5～56

淡水魚 0 0 - 2 0 -
176 47 3.3～38 172 13 2.5～56

海水魚 77 1 21 62 0 -

淡水魚 11 6 3.1～49 72 31 3.4～56
88 7 3.1～49 134 31 3.4～56

264 54 3.1～49 306 44 2.5～56

小計

合計

項目

平成23年度 平成24年度

県
外

小計

県
内
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淡水魚（１年生、多年生）の放射性セシウム濃度の推移
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(2012年11月2日現在）

水道水からの放射性セシウム
の検出はありません

＜水道水 放射性セシウム＞

○水道水
県内全市町村、117か所の浄水場、配水池等で水道水を調査しています。
測定を開始した2011年3月19日から、2012年11月2日現在、一度も放射性セシウム

は検出されていません。

【飲食物制限に関する指標
（原子力安全委員会】
放射性ヨウ素 300Bq/kg
放射性セシウム 200Bq/kg

【2012/4/1からの新基準値】
放射性セシウム 10Bq/kg
（飲料水）

３ お母さん方への情報提供
（１）水道水（いまだに買っている人がいる）

＜測定条件＞

約２Lをそのまま測定

1,200秒 Ge測定
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【水準調査】放射線監視センター新潟分室蛇口水中セシウム濃度の推移

採取年月日
蒸発残留物

（mg/L）
供試量

（L）
測定年月日 I-131

2011/6/9 144 100.71 2011/6/23 39 ± 1.4 N.D 3.7 ± 0.089 3.6 ± 0.11 7.3 ± 0.14

2011/12/28
-2012/3/30
３ヶ月濃縮

115 93.02 2012/4/7 51 ± 2.1 N.D 0.65 ± 0.064 0.95 ± 0.087 1.6 ± 0.11

2012/4/2
-2012/6/29
３ヶ月濃縮

68 93.01 2012/7/12 36 ± 1.8 N.D 0.46 ± 0.12 0.64 ± 0.12 1.1 ± 0.17

2012/6/6 115 100.16 2012/7/2 41 ± 1.9 N.D 0.62 ± 0.069 0.8 ± 0.086 1.42 ± 0.11
2012/7/2

-2012/9/28
３ヶ月濃縮

79 94.55 2012/10/9 61 ± 2.2 N.D 0.65 ± 0.069 0.75 ± 0.082 1.4 ± 0.11

測定時間：80,000秒
単　　　位：ｍＢｑ／Ｌ

K-40 Cs-134 Cs-137 Cs-137+Cs-134
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福島第一原発事故以前の上水中の放射性セシウムの推移

※ セシウム137濃度のみ

9

全都道府県の上水中の放射性セシウム濃度
（全国水準調査（上水） 1970～2010年度）
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※ セシウム134＋137

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

乳 119 9 6～23 66 0 -

チーズ 5 0 - 3 0 -
バター 0 0 - 1 0 -

ヨーグルト 64 1 6.5 34 0 -

成分調整牛乳 7 0 - 5 0 -

調製粉乳 1 0 - 14 0 -

乳飲料 33 1 12.3 32 0 -
乳酸菌飲料 2 0 - 9 0 -

231 11 6.5～23 164 0 -

県
内

乳 103 0 - 62 0 -

103 0 - 62 0 -

334 11 6.5～23 226 0 -

小計

小計

合計

項目

平成23年度 平成24年度

県
外

３ お母さん方への情報提供
（２）牛乳（牛肉が出荷制限されている地域のもの）

・現在、県では県外産の乳・乳製品を週５検体、県内産の乳を週２検体の検査を実施

・これまでに県外産の牛乳９検体、ヨーグルト１検体、乳飲料１検体から放射性セシウムを

検出したが、今年１月10日の宮城県産牛乳で検出したのを最後に以後、不検出

（平成24年11月２日現在）
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参考
平成23年度柏崎刈羽原子力発電所周辺監視調査結果

牛乳 不検出～0.026Bq/L
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乳児用食品（平成24年11月２日現在）

検査日 製産地 種類 測定結果

2012/6/14 東京都 ミルクアレルゲン除去食品 不検出

2012/6/14 東京都 ミルクアレルゲン除去食品 不検出

2012/6/14 埼玉県 ミルクアレルゲン除去食品 不検出

2012/6/14 栃木県 調製粉末大豆乳 不検出

2012/7/2 広島県 魚と野菜の煮物（乳児用食品） 不検出

2012/7/2 佐賀県 野菜加工品（乳児用食品） 不検出

2012/7/2 岡山県 野菜入りおかゆ（乳児用食品） 不検出

７検体の乳児用食品を検査し、いずれも放射性セシウムは不検出

３ お母さん方への情報提供
（３）大根、さつまいもなどの根菜（平成24年11月２日現在）
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県内235検体は全て不検出

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

さつまいも 132 16 4～71 30 3 5～17

さといも 19 0 - 1 0 -
じゃがいも 6 0 - 6 0 -

だいこん 66 0 - 39 0 -

れんこん 9 2 8～11 1 1 20
232 18 4～71 77 4 5～20

さつまいも 4 0 - 4 0 -

さといも 43 0 - 13 0 -
じゃがいも 11 0 - 10 0 -

だいこん 27 0 - 8 0 -

れんこん 87 0 - 28 0 -
172 0 - 63 0 -

404 18 4～71 140 4 5～20
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水深20m

水深40m
水深60m

水深80m
水深100m

68Bq/kg湿

70Bq/kg湿

33Bq/kg湿

6.1Bq/kg湿

9.6Bq/kg湿

阿賀野川 日本海

検出限界値 Cs-134：1.5Bq/kg湿 Cs-137：1.1Bq/kg湿 （平均値）

単位：Bq/kg湿

＜参考＞新潟県で水揚げされた海産物の

測定結果(平成24年11月2日現在）

38魚種139検体を調査した結果、
2011年7月27日に検査したマダイ（内蔵部）からのみ
セシウム合計21Bq/kg
（セシウム134 ：9.6Bq/kg、セシウム137：11Bq/kg）が
検出されています。

４ 河川河口域の海底土に含まれる放射性
セシウムの面的分布の調査
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採取・測定年月日 H24.10.17 H24.5.17 H24.3.1 H23.11.22 H23.8.1～2

放射性セシウム Cs-134 Cs-137 Cs合計 Cs-134 Cs-137 Cs合計 Cs-134 Cs-137 Cs合計 Cs-134 Cs-137 Cs合計 Cs-134 Cs-137 Cs合計

海
底
土

阿賀野川沖水深20m 23 45 68 10 18 28 15 19 34 64 89 153 72 74 146

阿賀野川沖水深40m 26 44 70 27 42 69 33 49 82 13 18 31 11 15 26

阿賀野川沖水深60m 12 21 33 45 72 117 42 60 102 検出されず 検出されず 検出されず 2.8 4.4 7.2

阿賀野川沖水深80m 1.3 4.8 6.1 1.9 4.8 6.7

阿賀野川沖水深100m 2.5 7.1 9.6 検出されず 3.3 3.3

東港沖水深40m 4.5 7.6 12.1 4.4 5.6 10 6.7 8.1 14.8 11 20 31 検出されず 6.1 6.1

関屋分水沖水深40m 9.1 17 26.1 3.2 3.5 6.7 3.4 5.5 8.9 3.2 3.2 6.4 4.8 6.3 11.1

海底土調査結果（荒川沖・阿賀野川沖）
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採取期間：平成24年10月16日～17日

セシウム１３４が検出されたもの

1.6 1.01.31.5 ND

2.2 8.36.912 1.9

5.4 5.917 2.517

40 ＜
15 - 40
10 - 15
5.0 - 10
≦ 5.0
ND

海底土調査結果（大河津分水沖）
Cs-Total (Bq/kg-wet)
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採取期間：平成24年10月15日

セシウム１３４が検出されたもの
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海底土調査結果（関川沖）
Cs-Total (Bq/kg-wet)
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採取期間：平成24年10月16日

セシウム１３４が検出されたもの

重点的に調査すべき項目の整理

１ 福島県を源流とする阿賀野川水系の淡水魚、
底質、その沖合の底質、底性生物でチェルノブ
イリ等の調査結果をみると特に食物連鎖の上位
に位置する淡水魚

２ タケノコ、きのこのような落葉層に根をはわ
せる植物等

３ 母親達の不安払拭のため、乳幼児の摂取する
ミルクや乳製品等

４ 福島県等で既に出荷制限がかかっているもの

＜第１回委員会（平成24年５月17日開催）＞

これまでの調査を継続し、濃度推移を見守るこ
とが重要であり、特に次の項目を重点的に調査を
行うべきとの意見
１ 野生きのこ（培地の土壌も合わせて調査）

２ 淡水魚（複数年生息する魚の濃度推移）

３ お母さん方への情報提供
として、次のもの水道水（未だに買っている人
がいる。）や牛乳の継続的調査と公表

４ 海底土の面的な調査と調査地点の増

＜第２回委員会（平成24年８月27日開催）＞

＜県内で最近話題となった放射能事案等＞

１ 食品基準値超過の放射性セシウム検出
・県外産加工しいたけ
・ツキノワグマの肉
・野生きのこ

２ 海底土から比較的高い放射性セシウムを検出
・阿賀野川、大河津分水河口

＜チェルノブイリ原発事故等からの事例＞

１ 淡水魚、特に食物連鎖の上位種で放射性セシ
ウム濃度が下がりにくい傾向

２ 放射性物質の放出時期とロブスター等の濃度
が高くなる時期に約２年の差(セラフィールド)

３ 野生生物の移動とえさの濃度把握

４ 土壌表層に留まる放射性セシウムを吸収しや
すい野生きのこ
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宮城

岩手

青森県

山形

福島県等で出荷制限がかかっているもの（H24.7.24現在)

埼玉
長
野

山梨

茶タケノコ
原木シイタケ
（露地栽培）

ギンブナ 18

原木シイタケ
（露地、施設栽培）、

クリタケ（露地栽培）、
ナメコ（露地栽培）

タケノコ こごみ
牛肉、
シカ肉、
イノシシ肉

茶

野生こしあぶら
野生さんしょう
野生ぜんまい
野生たらのめ
野生わらび

ウグイ
イワナ

原木シイタケ
（露地栽培）

タケノコ

クロダイ、スズキ、
ヒガンフグ、ヒラメ、
マダラ、ウグイ、
ヤマメ※、イワナ※

牛肉、シカ肉
イノシシ肉

こごみ

こしあぶら
ぜんまい

原木シイタケ
（露地栽培） タケノコ

こしあぶら
ぜんまい
野生セリ
野生わらび

マダラ、ウグイ、
イワナ※

牛肉

原木シイタケ
（露地、施設栽培）

タケノコ、
こしあぶら

イシガレイ、コモンカスベ、
シロメバル、スズキ、ニベ
ヒラメ、ギンブナ※、
アメリカナマズ※、ウナギ

イノシシ肉 茶

米
ホウレンソウ キャベツ等

米
H23,24年度産ブロッコリー等

タケノコ こごみ

牛肉、クマ肉
イノシシ肉

水産物38種、
ヤマメ※、ウグイ、
アユ※、イワナ※、
コイ※、フナ※

畑わさび、
野生たらのめ、
野生ふきのとう、
こしあぶら、ぜんまい、
わらび、ウメ

原木シイタケ
（露地、施設栽培）、

原木ナメコ

野生きのこ

かぶ、ゆず、
くり、キウイ

出典：厚生労働省HP

※は養殖を除く

神奈川

秋田

新潟
茶

ヤマメ※
イワナ※

東京

静岡

茶
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千
葉

茨
城

栃木群馬

福島

宮城

岩手

青森県

山形

埼玉
長
野

山梨

神奈川

秋田

新潟

静岡

福島県等で出荷制限がかかっているもの（H24.10.30現在)

野生きのこ
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野生きのこ

野生きのこ

野生きのこ

茶

ヤマメ※
イワナ※

野生きのこ

イノシシ肉、
クマ肉

出典：厚生労働省HP

※は養殖を除く

東京

原木シイタケ
（露地栽培）

マダラ野生きのこ

原木シイタケ
（露地栽培）
原木なめこ

タケノコ

こしあぶら
ぜんまい
野生セリ
野生わらび

マダラ、ウグイ、
スズキ、イワナ※

野生きのこ
牛肉、シカ肉、
クマ肉、ヤマドリ肉

原木シイタケ
（露地栽培）

タケノコ

クロダイ、スズキ、
ヒガンフグ、ヒラメ、
マダラ、ウグイ、
ヤマメ※、イワナ※

牛肉、クマ肉
イノシシ肉

こごみ

こしあぶら
ぜんまい

野生きのこ

米

タケノコ こごみ

水産物40種、
ヤマメ※、ウグイ、
アユ※、イワナ※、
コイ※、フナ※、ウナギ

畑わさび、
野生たらのめ、
野生ふきのとう、
こしあぶら、ぜんまい、
わらび、ウメ

原木シイタケ
（露地、施設栽培）
原木ナメコ

野生きのこ

ホウレンソウ、
コマツナ等

キャベツ等
米

H23,24年度産ブロッコリー等
牛肉、クマ肉
イノシシ肉

かぶ、ゆず、
くり、キウイ

原木シイタケ
（露地、施設栽培）

タケノコ、
こしあぶら

イシガレイ、コモンカスベ、
シロメバル、スズキ、ニベ
ヒラメ、ギンブナ※、
アメリカナマズ※、ウナギ

イノシシ肉 茶

原木シイタケ
（露地、施設栽培）

クリタケ（露地栽培）
ナメコ（露地栽培）

タケノコ こごみ
牛肉、
シカ肉、
イノシシ肉

茶野生きのこ

野生こしあぶら
野生さんしょう
野生ぜんまい
野生たらのめ
野生わらび
クリ

ウグイ※
イワナ※
やまめ※

茶タケノコ
原木シイタケ
（露地栽培）

ギンブナ

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

えのきたけ 5 0 - 1 0 -
エリンギ 4 0 - 0 0 -

しいたけ 4 2 13, 28 1 1 11

なめこ 3 0 - 2 0 -
ぶなしめじ 8 0 - 0 0 -

17 0 13, 28 1 0 11

えのきたけ 24 0 - 36 1 2.1
エリンギ 3 0 - 1 0 -

しいたけ 34 5 5.7～43 65 10 5.1～21.3
なめこ 11 3 15～32 22 4 1.9～39.6

ぶなしめじ 8 0 - 2 0 -

ひらたけ 4 0 - 3 0 -
まいたけ 6 4 7.1～15 1 0 -

野生キノコ 24 9 4.9～106 49 23 2.1～450

69 13 4.9～106 90 24 1.9～450
86 13 4.9～106 91 24 1.9～450合計

項目

平成23年度 平成24年度

県
外

小計

県
内

小計

（平成24年11月２日現在）

これまでにきのこ類を211検体(県外産25検体、県内産186検体)を検査し、31検体から放射性セシウムを検出
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（１） きのこ

2012/8/17 埼玉県 しいたけ 菌床 11

2012/4/3 弥彦村 しいたけ 菌床 19

2012/4/16 南魚沼市 しいたけ 菌床 8.7

2012/4/27 阿賀町 しいたけ 原木 16

2012/5/16 糸魚川市 しいたけ 菌床 21.3

2012/5/23 阿賀町 しいたけ 菌床 15

2012/5/23 南魚沼市 しいたけ 菌床 5.5

2012/5/24 阿賀町 しいたけ 菌床 5.1

2012/5/28 長岡市 しいたけ 菌床 20.7

2012/5/28 妙高市 しいたけ 原木 7

2012/7/20 上越市 しいたけ 菌床 6.5

2012/4/25 村上市 なめこ 菌床 6.2

2012/5/15 上越市 なめこ 菌床 39.6

2012/9/13 新潟市 なめこ 菌床 1.9

2012/10/29 魚沼市 なめこ 原木 4.3

2012/10/24 村上市 えのきたけ 菌床 2.1

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

イノシシの肉 7 5 10～97 0 0 -
ツキノワグマの肉 3 3 8～39 7 7 18～760

10 8 8～97 7 7 18～760

県
内

合計

項目

平成23年度 平成24年度
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0

50

100
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250

3/1 5/27 8/22 11/17 2/12 5/9 8/4 10/30
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g

イノシシ・クマ

イノシシ県内

ツキノワグマ県内

20122011

100Bq/kg

750

800

イノシシ・クマ

2011/12/6 上越市 イノシシの肉 68

2011/12/22 十日町市 イノシシの肉 97

2011/12/27 湯沢町 イノシシの肉 82

2012/1/6 柏崎市 イノシシの肉 10

2012/1/6 十日町市 イノシシの肉 88

（２）イノシシ・クマ（平成24年11月２日現在）

2011/11/29 村上市 ツキノワグマの肉 8

2011/12/15 村上市 ツキノワグマの肉 15

2011/12/28 十日町市 ツキノワグマの肉 39

2012/4/19 関川村 ツキノワグマの肉 77

2012/4/19 村上市 ツキノワグマの肉 18

2012/5/1 十日町市 ツキノワグマの肉 58

2012/5/2 関川村 ツキノワグマの肉 37.2

2012/5/14 魚沼市 ツキノワグマの肉 134

2012/5/18 魚沼市 ツキノワグマの肉 30

2012/10/29 十日町市 ツキノワグマの肉 760

22

（３）たけのこ・山菜（平成24年11月２日現在）

たけのこ21検体（県外２検体、県内19検体）は全て不検出

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

たけのこ 0 0 - 2 0 -

こごみ 1 1 9.6 0 0 -
1 1 9.6 2 0 -

たけのこ 2 0 - 17 0 -
こごみ 0 0 - 19 1 16

こしあぶら 0 0 - 7 1 10

ぜんまい 0 0 - 9 0 -
たらの芽 2 0 - 15 0 -

わらび 1 0 - 28 0 -

5 0 9.6 95 2 10, 16
6 1 9.6 97 2 10, 16

小計
合計

項目

平成23年度 平成24年度

県
外

小計

県
内

0

20

40

60

80

100

3/1 5/27 8/22 11/17 2/12 5/9 8/4 10/30

Bq
/k

g

山菜

こごみ県内

こごみ県外

こしあぶら県内

ゼンマイ県内

たらの芽県内

わらび県内

20122011
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（４）淡水魚（１年生・多年生）
（平成24年11月２日現在）
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g

多年生

イワナ

ウグイ

コイ

ニジマス

フナ

ヤマメ

20122011

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

検査数 Cs検出数
検出された
濃度範囲
（Bq/kg)

県
外

牛肉 21 13 4.1～730 0 0 -

県
内

牛肉 1805 60 10～71 1508 0 -

1826 73 4.1～730 1508 0 -

項目

平成23年度 平成24年度

合計
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（５）牛肉（平成24年11月２日現在）
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100Bq/kg
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重点的に調査すべき項目の整理

１ 福島県を源流とする阿賀野川水系の淡水魚、
底質、その沖合の底質、底性生物でチェルノブ
イリ等の調査結果をみると特に食物連鎖の上位
に位置する淡水魚

２ タケノコ、きのこのような落葉層に根をはわ
せる植物等

３ 母親達の不安払拭のため、乳幼児の摂取する
ミルクや乳製品等

４ 福島県等で既に出荷制限がかかっているもの

＜第１回委員会（平成24年５月17日開催）＞

これまでの調査を継続し、濃度推移を見守るこ
とが重要であり、特に次の項目を重点的に調査を
行うべきとの意見
１ 野生きのこ（培地の土壌も合わせて調査）

２ 淡水魚（複数年生息する魚の濃度推移）

３ お母さん方への情報提供
として、次のもの水道水（未だに買っている人
がいる。）や牛乳の継続的調査と公表

４ 海底土の面的な調査と調査地点の増

＜第２回委員会（平成24年８月27日開催）＞

＜県内で最近話題となった放射能事案等＞ ＜チェルノブイリ原発事故等からの事例＞

１ 食品基準値超過の放射性セシウム検出
・県外産加工しいたけ
・ツキノワグマの肉
・野生きのこ

２ 海底土から比較的高い放射性セシウムを検出
・阿賀野川、大河津分水河口

１ 淡水魚、特に食物連鎖の上位種で放射性セシ
ウム濃度が下がりにくい傾向

２ 放射性物質の放出時期とロブスター等の濃度
が高くなる時期に約２年の差(セラフィールド)

３ 野生生物の移動とえさの濃度把握

４ 土壌表層に留まる放射性セシウムを吸収しや
すい野生きのこ

＜県内で最近話題となった放射能事案＞ ＜チェルノブイリ原発事故等からの事例＞

○ 年間を通じて測定するもの
・水道水
・乳児用ミルク・牛乳等の乳製品
・海底土

○ 季節によって測定するもの
・淡水魚
・きのこ（野生・栽培、加工品を含む）
・山菜（落葉層に根をはるもの）
・野生獣（クマ、イノシシ等）

重点的に調査すべき項目(案）
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課 題
• 重点的に調査すべき項目の抽出の考え方

• 野生きのこ、野生獣で１００Bq/kg超えの
原因、今後の濃度推移

• 淡水魚の今後の濃度推移

• 低線量被ばくでも白血病
2012年3月１日

放射線影響研究所RR4-11「原爆被爆者の死亡率に関する研究第14報

1950-2003年：がんおよびがん以外の疾患の概要」

2012年11月8日

アメリカ国立がん研究所100mSv未満の低線量被曝で白血病に 米国立がん研

究所がチェルノブイリ除染作業員１１万人の調査を発表
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